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は
じ
め
に 

 

日
本
中
国
友
好
協
会
の
全
国
理

事
会
が
、
十
月
十
九
・
二
十
日
の
両

日
、
東
京
の
日
本
青
年
館
で
開
催

さ
れ
、
約
七
十
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
岡
山
か
ら
参
加
し
た
小
林
事

務
局
長
は
「
中
国
残
留
孤
児
の
配

偶
者
支
援
」を
求
め
る
「法
改
正
」の

全
国
及
び
岡
山
で
の
取
り
組
み
と
、

そ
の
到
達
点
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
十
一
月
十
二
日
の

第
三
回
院
内
集
会
の
重
要
性
に
つ

い
て
述
べ
、
全
国
各
地
か
ら
の
参
加

を
訴
え
ま
し
た
。 

日本中国友好協会本部は「暗黒の時代に逆戻りさせる秘密保護法の制定に反対する」声明を発表しました。 

 

協会声明「暗黒の時代に逆戻りさせる秘密保護法の制定に反対する」 
自公両党によって「秘密保護法案」が臨時国会に上程されました。 

法案の趣旨は、防衛や外交等日本の安全保障上支障がある情報を「特定秘密」に指定し、それを漏えいした場合などに最

高 10年の懲役を科すとなっています。 

しかし、秘密とすべき情報とは一体何を指すのか明示されることなく、それ自体が秘密とされているため、恣意的に秘密が指

定され、逮捕、拘留される恐れがあります。また秘密を扱うものだけでなく、その家族、配偶者等も「適正評価」と称した身元調

査の対象とされており、国民全体が弾圧される危険性があります。 

また、報道の自由や憲法で保障された国民の知る権利、基本的人権が根底から侵害され、平和運動、市民運動、友好運

動等もすべてが捜査対象になり、戦前の暗黒の時代に逆戻りすることになってしまいます。 

法案作成の理由として、緊張する周辺諸国に対する日本の安全保障の必要性も挙げられており、中国や北朝鮮を念頭に

置いていることもあきらかです。隣国である中国との友好・交流をすすめる私たち日中友好協会の活動が「我が国の安全保障

に支障を与える活動」として理由もわからず「犯罪」対象とされる恐れもあります。 

日中友好協会は、戦前、国民の知る権利を封殺して国民を戦争に駆り立て、中国をはじめとしたアジア各国に侵略していっ

た歴史を再び繰り返してはならないとの決意のもとに結成され、不再戦平和の運動を粘り強く進めてきました。 

私たち日中友好協会は、不再戦平和の決意を新たにし、侵略戦争への反省もないままに日米軍事同盟を更に強化させ、

国民を「戦争する国」に追いやる「秘密保護法」の制定に強く反対し、「秘密保護法案」を廃案に追い込むために奮闘します。 

 

2013年 11月 7日 

日本中国友好協会 

 

東
日
本
大
震
災

カ
ン
パ
第
12
回 

 

太
極
拳
有
志
を

中
心
に
あ
つ
め
て
き

た
募
金
の
累
計
が
、

２
０
万
４
千
２
百
４

５
円
に
な
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
小

銭
や
大
ゼ
ニ
が
、
今

回
１
３
，
４
１
７
円
あ

り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

自
分
の
家
に
も
う

も
ど
れ
な
い
人
び

と
、
岡
山
県
に
千
人

も
避
難
し
て
い
る
現

実
、
放
射
能
の
水
が

海
に
流
れ
出
て
い
る

ら
し
い
。 

原
発
う
り
こ
み
の

総
理
は
、
ど
う
か
し

て
い
ま
す
ね
。 

 

（竹
内
和
） 

 

「
平
和
は
臆
病
者
の
選
択
で
は
無

く
、
紛
争
を
起
こ
す
こ
と
以
上
に
勇

気
と
犠
牲
が
要
り
、
最
も
賢
明
な

決
断
だ
と
思
い
ま
す
。
」 

 
 

 
 

 
 

 

（中
国
人
留
学
生
） 

お
わ
り
に 

 

安
倍
内
閣
は
、
昨
年
四
月
の
自
民

党
大
会
で
決
定
し
た
憲
法
改
悪
、

国
防
軍
創
設
の
具
体
化
に
着
手

し
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
向

け
て
準
備
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
日

米
軍
事
協
力
を
強
化
し
「
海
外
で

戦
争
す
る
」
こ
と
を
辞
さ
な
い
危
険

な
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。 

こ

う
し
た
動
き
は
「
日
中
不
再
戦
」
の

旗
を
高
く
か
か
げ
、
憲
法
九
条
を

守
り
、
生
か
す
運
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
、
日
中
友
好
協
会
に
と
っ

て
、
全
く
容
認
で
き
な
い
も
の
で

す
。
改
憲
反
対
、
平
和
を
願
う

人
々
と
と
も
に
手
を
と
っ
て
、
こ
の

動
き
を
止
め
る
た
め
に
努
力
を
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
各
界
ア
ピ
ー

ル
、
中
国
百
科
検
定
、
京
劇
全
国

公
演
の
成
功
を
め
ざ
し
、
従
来
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
文
化
活
動
な
ど

を
仲
間
を
増
や
す
活
動
と
結
び
付

け
幅
広
く
展
開
し
ま
し
ょ
う
。 

当
面
三
つ
の
重
要
課
題 

こ
の
会
で
は
、
次
の
三
点
を
重
要
な

課
題
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。 

（
１
）
日
中
関
係
改
善
の
突
破
口
と

し
て
著
名
人
十
氏
の
よ
び
か
け
に
よ

る
「
尖
閣
問
題
の
平
和
的
解
決
を

求
め
る
各
界
ア
ピ
ー
ル
」
賛
同
署
名

運
動
の
提
起
。 

（２
）中
国
へ
の
総
合
的
な
理
解
を
通

じ
て
国
民
感
情
改
善
を
図
る
た
め

「中
国
百
科
検
定
」の
実
施
。 

（
３
）
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
三

十
五
周
年
を
記
念
し
た
「
京
劇
全

国
公
演
」を
成
功
さ
せ
る
こ
と
。 

日
本
中
国
友
好
協
会 

全
国
理
事
会
開
催 

平
和
は
臆
病
者
の 

選
択
で
な
く
、 

勇
気
あ
る
決
断
！ 

 

今
回
は
、
県
内
ア
ピ
ー
ル
署

名
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。
九
月
の
日
中
岡
山
支
部
の

理
事
会
で
１
０
０
人
の
賛
同
署

名
を
集
め
る
こ
と
を
決
め
、
現

在
７
０
人
か
ら
賛
同
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
多
く
が
「
武
力
で

は
な
く
平
和
的
な
話
し
合
い
」

で
、
解
決
す
る
よ
う
求
め
て
い

ま
す
。 

次
に
一
文
を
紹
介
し
ま
す 

発言する小林さん 

２０１３，１１，９ 日中友好協会岡山支部は、安倍首相、

自由民主党、公明党に上の声明を郵送しました。 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１１
月
２１
日
（木
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

慣
れ
た
動
き
を
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

行
っ
て
い
る
と
、
推
し
進
ん
で
く
る

動
き
に
反
応
が
間
に
合
わ
な
い
の

で
、
ゆ
っ
く
り
め
に
動
く
よ
う
に
心

掛
け
ま
し
た
（汗
）。 

８８
式
組
の
グ
ル
ー
プ
練
習
は
、

１３
十
字
手
か
ら
１４
抱
虎
帰
山
、

１５
斜
攬
雀
尾
、
１６
肘
底
看
捶
ま
で

進
み
ま
し
た
。
１３
十
字
手
で
は
、
左

手
は
体
の
左
前
方
か
ら
動
か
ず
、

押
し
開
く
よ
う
に
し
て
右
手
だ
け

が
体
重
移
動
と
と
も
に
右
へ動
き
ま

す
。
右
足
を
戻
す
前
に
、
右
つ
ま
先

を
少
し
内
に
入
れ
る
と
、
足
を
戻
し

易
い
で
す
。
戻
っ
て
き
た
右
の
手
首

が
左
手
首
と
重
な
る
と
き
は
、
ポ
ン

形
が
出
来
る
よ
う
に
意
識
し
ま
し
ょ

う
。
１４
抱
虎
帰
山
は
、
摟
膝
拗
歩

に
似
て
い
ま
す
が
、 

体
の
前
を
払
う
右
手
は
摟
膝
拗
歩

よ
り
も
高
い
位
置
で
動
き
ま
す
。 

抱
虎
帰
山
か
ら
１５
斜
攬
雀
尾
に
移

る
と
き
は
、
抱
虎
帰
山
の
最
後
で
体

に
右
に
か
か
っ
た
ネ
ジ
を
一
瞬
強

め
、
そ
れ
を
ほ
ど
く
反
動
を
利
用
し

て
、
両
腕
を
上
下
入
れ
替
え
ま
す
。 

１６
肘
底
看
捶
は
、
雲
手
の
動
き
の

後
、
左
足
を
引
き
寄
せ
ず
に
左
前

方
に
つ
ま
先
を
開
い
て
出
し
ま
す
。 

そ
の
左
足
に
載
り
な
が
ら
、
左
手
は

体
の
ま
わ
り
を
切
る
よ
う
に
、
弧
を

描
い
て
左
腰
脇
へ
。
右
手
も
同
じ
よ

う
に
動
い
て
、
胸
前
で
ほ
ぼ
水
平
と

な
り
ま
す
。
そ
の
後
半
歩
寄
せ
た
右

足
に
体
重
を
移
し
て
、
左
手
は
側

全
体
練
習
は
前
回
ま
で
の
動
き

に
、
も
う
一
つ
違
う
動
き
が
加
わ
り

ま
し
た
。 

相
手
に
向
か
っ
て
手
を
推
す
と

き
、
何
回
か
に
一
度
、
止
ま
ら
ず
に

推
し
て
２
歩
前
に
出
ま
す
。
推
さ
れ

た
側
も
、
相
手
が
止
ま
ら
ず
に
推

し
て
く
る
の
を
感
じ
た
ら
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
２
歩
退
が
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
ま
た
何
度
か
以
前
と

同
じ
動
き
を
繰
り
返
し
て
か
ら
、
今

度
は
も
う
ひ
と
り
の
方
が
推
し
な
が

ら
２
歩
前
に
出
て
、
推
さ
れ
た
側
は

２
歩
退
が
り
ま
す
。 

全
国
か
ら
開
拓
団
の
資
料
が
送

ら
れ
て
く
る
そ
う
で
す
。 河

井
伸
士 

っ
た
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
日
本
で

い
ち
ば
ん
多
く
の
農
業
移
民
を
出

し
た
県
で
し
た
。
開
拓
と
言
い
な
が

ら
現
地
の
農
民
の
土
地
を
安
い
値

段
で
買
い
追
い
出
し
た
も
の
で
す
。  

満
州
は
寒
く
苦
労
も
多
か
っ
た

そ
う
で
す
。
敗
戦
間
近
の
と
き
に
ソ

連
が
攻
め
て
き
て
か
ら
は
、
真
に
地

獄
の
よ
う
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

そ
の
中
で
中
国
残
留
孤
児
も
う

ま
れ
た
の
で
し
た
。 

記
念
館
の
人
は
「
こ
う
い
う
事
が

あ
っ
た
こ
と
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け

な
い
。
」と
い
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

10
月
26
日
か
ら
３
日
間
、
総
勢

16
人
で
信
州
へ行
っ
て
き
ま
し
た
。  

ま
ず
、
最
初
に
行
っ
た
の
は
平
塚

ら
い
て
う
の
家
で
し
た
。
そ
の
後
無

言
館
か
ら
山
宣
の
碑
前
祭
に
参
加

し
、
吉
川
春
子
さ
ん
の
「
従
軍
慰
安

婦
問
題
」の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
本
年
４
月
に
出
来
た
ば

か
り
の
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
に

行
き
ま
し
た
。 

な
ぜ
長
野
県
に
日
本
で
最
初
で

し
か
も
唯
一
の
記
念
館
が
あ
る
か

と
い
う
と
、
27
万
人
の
開
拓
団
の

う
ち
３
，
３
万
人
が
長
野
県
か
ら
行

立
掌
で
前
に
突
き
出
し
鼻
の
高
さ

に
。
右
手
は
左
前
腕
の
下
を
引
い

て
、
肘
の
下
で
拳
を
作
り
ま
す
。 

最
終
的
な
形
は
手
揮
琵
琶
に
似

て
い
ま
す
が
、
右
手
が
相
手
を
掴
ん

で
引
い
て
い
る
点
が
違
い
ま
す
。 

今
回
は
高
知
の
講
習
会
に
参
加

し
た
３
人
が
、
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。
大
阪
支
部
の
Ｔ
先
生
に
指
導
し

て
い
た
だ
い
た
の
は
、
実
戦
を
意
識

し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
動
き
の
３２
式
太

極
剣
で
す
。 

ま
だ
ま
だ
自
分
の
も
の
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
講
習
会
で
使
用
し

た
の
と
同
じ
曲
『
私
を
泣
か
せ
て
下

さ
い
』
を
バ
ッ
ク
に
、
今
で
き
る
せ
い

い
っ
ぱ
い
の
表
演
を
し
ま
し
た
。 

 

太
極
拳
講
習
会 

行
地
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
か
ら 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？ 62  

竹内和夫 

 

 

 

英語の過去形は－t/－(i)ｄだが。 

A： アメリカ英語の動詞は不規則な変化をするものが200以上も

あって、学習者をこまらせる。生活にかかせない動詞ほど不

規則なんだから。 

             現在形   過去形   受動分詞形 

たべる        eat      ate        eaten 

のむ         drink    drank     drunk 

ねむる        sleep    slept      slept 

うる          sell      sold       sold 

かう          buy     bought     bought 

(規則)愛する   love     loved      loved 

A： スワヒリ語の動詞は名詞の部類と、かたく結び付いている。そ

して単語の頭にも中にも尻尾にも接辞(接頭辞、椄中辞、椄

尾辞)が入りこんでいる。59であげた(複数の人が来た)という

ひとつの動詞 walikuǰa（ワリクジャ）は、4 つの部分からなっ

ている。１）この単語の主語が第１部類に属する、たとえば（こ

ども、客、病人）だから接頭辞 wa-がつく。２）過去形だから接

中辞-li-がつく。４）動詞語幹「来る」ǰa を不定詞にする接頭

辞。３）ku－がついている。Walikuǰa は動詞の複合体である

が文としては不完全だ。つぎのように 3 単語を用いれば文の

意味はあきらかとなる。 

Mimi   ni－li－ku－ona    wewe , 

わたし  は  た を  見   おまえ=わたしはおまえを見

た。ni－（第１人称単数の主辞）、－ku（第２人称単数の客

辞）。 

Ａ： スワヒリ語は、このようにかなり複雑な接辞を単語のなかにか

かえこんでいて学習者をなやませる。上の文の ni－と－ku

に（は）と（を）をあててあるが、ニホン語とは性質がまったくち

がう。                      つづく 

 

秋
の
信
濃
路
に
平
和
を
求
め
る
旅 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
・倉
敷
支
部
・
岡
山
県
革
新
懇
共
同
企
画 

満蒙開拓平和記念館 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
太
極
拳
講
習
会 

1１
月
６
日
の
講
習
会 


